職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
回復期リハビリテーション病院で◯年間、脳血管疾患後の失語症・構音障害・摂食嚥下障害を中心に言語聴覚療法を担当しました。1日平均◯単位を受け持ち、標準化検査と病棟での観察結果を合わせて訓練計画を立て、実施計画書と目標設定会議で共有してきました。嚥下機能の評価では医師の検査に同席し、看護師・管理栄養士と食形態や介助方法をすり合わせる役割を担っています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：回復期リハビリテーション病棟180床を有する地域中核病院のリハビリテーション科（言語聴覚士◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：言語聴覚士
【担当業務】
・脳血管疾患後の失語症・高次脳機能障害に対する評価と個別訓練（1日平均◯単位）
・摂食嚥下障害のスクリーニング評価、食事場面の観察、医師による嚥下機能検査への同席（月◯件）
・構音障害・音声障害の機能訓練、代償手段およびコミュニケーション手段の導入支援
・リハビリテーション実施計画書の作成、目標設定会議・退院前カンファレンスでの報告と家族指導
【実績】
・嚥下スクリーニングの記録様式と病棟への申し送り手順を統一し、食形態変更時の情報伝達の行き違いが減り、看護師との確認作業を1件あたり約◯分短縮
・失語症の方が集まる小集団訓練を月◯回の枠で立ち上げ、参加者◯名について発話量や会話場面への参加状況を記録・共有できる形に整備


■活かせる経験・知識・スキル
・失語症・高次脳機能障害の標準化検査（SLTA、CAT等）の実施と結果解釈
・摂食嚥下機能のスクリーニング評価（RSST、MWST等）と食形態・姿勢調整の提案
・構音・音声障害の機能訓練、コミュニケーション支援機器の選定と家族への使用指導
・電子カルテおよびリハビリ管理システムでの記録・実施計画書作成
■資格
・言語聴覚士免許（20XX年3月取得）
・日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士（20XX年X月取得）
■自己PR
病棟スタッフと共有できる形で嚥下の評価結果を伝えることが私の強みです。担当患者のスクリーニングと食事場面の観察結果を一覧にまとめ、姿勢・一口量・介助方法を写真付きの指示にして病棟に掲示したところ、夜勤帯を含めて介助方法が揃い、看護師からの確認依頼にも短時間で対応できるようになりました。貴院でも、評価結果を現場で使える言葉に置き換え、看護・栄養・介護スタッフと同じ方針で関われる体制づくりに貢献したいと考えています。
以上
